
南アジア超短期海外派遣プログラム（インド）募集要項 
 

募集概要： 

本プログラムはグローバル理工人育成コースの一環として実施されます。本プログラムへの参加は、コー

スの単位が付与されます（注）。 

チェンナイ市とバンガロール市に滞在、両市の往復は急行列車を利用します。チェンナイ市ではインド工科

大学マドラス校がホスト校となり、授業出席、学生交流、キャンパスツアー(キャンパスがある自然公園、も

のづくりセンター、産学連携センターほか)、研究室訪問、郊外の工業団地（日本自動車企業）訪問、市内の

日本による国際協力プロジェクト（メトロ）訪問、バンガロールでは IT 企業などの訪問です。そのほか伝統

文化(舞踊など)鑑賞、文化遺産訪問などが含まれます。グローバル人材を輩出するインド工科大学の教育・

研究環境と学生達の意欲に接することができます。また発展目覚ましいインドを体験することができます。 

 

【派遣先】 インド チェンナイ市、バンガロール市 
  

【渡航期間】2016年 9月 5日（月）～9月 16日（金）(10泊 12 日，機中 1泊)  

＊フライトはバンコク経由便を利用予定。 
 

【費用】 17万円程度（航空券代、燃料サーチャージ、空港税、都市間鉄道チケット代，現地宿泊費） 

＊現地での諸経費（食費、交通費等）は上記の費用には含まれません。 

＊大学の指定する海外旅行保険に加入してください。 

【応募資格】 

1. 東工大正規課程学生(学士課程 1～4 年生)。国籍・性別・学院・学科等は不問。 

2. 現地で英語授業を聴講する程度の語学力を有していることが望ましい。 

3. グローバル理工人育成コースに所属し以下の通りコース修了に向けた活動を行っている学生を優先する。 

① グローバル理工人育成コースの４つの教育プログラムの科目履修単位取得数が修了要件に近い。 

② ポートフォリオに必要事項を記入している。 

＊グローバル理工人育成コースの所属・修了等の詳細については、以下の URLをご覧ください。 

http://www.ghrd.titech.ac.jp/w/ 
 

【応募方法】添付の申請書をグローバル人材育成推進支援室宛てに提出して下さい。 
 

【募集人数】6名程度（最少催行人数 6人に達しない場合、プログラムを中止する場合があります。） 
 

 

【選考方法】書類審査及び面接 
  

【応募締切】 2016年 5月 19 日(木)   

＊応募に際しては、申請書類に類主任または学科長の承認を必ず得て下さい。 

＊4月 27 日（水）または 5月 11 日（水）いずれも 13:00-15:00 (S422) に開催される海外派遣プロ

グラム 2016 年夏説明会/2016 年春合同実施報告会のいずれかに参加して下さい。 
 

【面接予定日】2016年 5月 24 日(火)、 5月 25 日（水） 
 

【事前・事後学習】 

本プログラム参加者は、単位付与の一環として、下記の事前・事後学習への参加が義務付けられます。 

2016年 6月 15日（水）全体オリエンテーション(書類手続き等説明) 

2016年 6月 22日（水)  書類提出会・事前学習 1:参加者マニュアル説明等 

2016年 7 月上旬 事前学習 2:現地訪問先についての参加者によるブリーフィング等 

2016年 8 月後半 事前学習 3: 訪問国出身者によるブリーフィング等 

2016年 10月：個別報告会 

2017年 4 月：合同報告会＠留学フェア（代表者のみ） 

 

http://www.ghrd.titech.ac.jp/w/


【奨学金支援】 

本プログラムは、独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）の奨学金（日本人学生）、東京工業大学基金（留

学生）対象です。以下の基準を満たした学生には 6万円が支給される場合があります。（別途書類の提出が

必要です。必要書類については、選考後の全体オリエンテーションにて説明します。 

＊学内規定により国費留学生には奨学金の支給はありません。 
 

奨学金支給基準： 

1. 日本国籍を有する者または日本への永住権のある者(独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）) 

国費以外の留学生（東京工業大学基金） 

2. 前年度の成績評価係数が 2.30以上（JASSO規定の計算式に基づく）であること➡学業成績書で確認する。 

下記の表により「成績評価ポイント」に換算し、計算式に当てはめて算出（小数点第３位を四捨五入 ） 

成績評価 1 0 0 ～ 8 0 点 7 9 ～ 7 0 点 6 9 ～ 6 0 点 5 9 点以下 

成績評価ポイント ３ ２ １ ０ 

( 計算式 ） 

(「評価ポイント３の単位数」×３) ＋(「評価ポイント２の単位数」× ２) ＋(「評価ポイント１の単位数」×

１) ＋(「評価ポイント０の単位数」× ０) ／ 総登録単位数 

3. 前年度の成績評価係数が 2.0以上～2.3未満（JASSO規定の計算式に基づく）の場合、自己推薦書を提出するこ

とで、支給が認められる場合があります。 

4. 経済的理由により、自費のみでの派遣プログラムへの参加が困難な者 

 （原則として家計基準に合致する者）➡申立書を根拠とする。 

5. 派遣プログラム参加にあたり、他団体から奨学金を受ける場合、 他団体等からの奨学金の支給月額が本制度によ

る支給金額を超えない者 
 

(注)  

1. 1 年生および 2年生の参加については、「グローバル理工人研修入門 1B」の単位が付与されます（1単位）。

（この場合、実践型海外派遣プログラムの単位とはなりません。） 

2. 3 年生および下記の条件を満たす 4 年生の参加については、「グローバル理工人研修 1B」の単位が付与さ

れます（1単位）。 

1) 当該海外派遣プログラムにより得られる単位の有無が、卒業に影響を及ぼさない。 

2) 卒業あるいは大学院進学に関する必要な手続きに影響を及ぼさない。 

3．上記にかかわらず、「グローバル理工人研修」等の科目ではなく、所属学科の科目による単位付与が行わ

れる場合があります。 

4. 帰国後、本学において単位認定出来ない場合には、奨学金を返納することになるので、対象プログラムに

しっかり参加すること。 

 

 【プログラム内容の問い合わせ先】 

 グローバル人材育成推進支援室      大岡山南 6号館 4階 402号室 

     電話：03-5734-3121 (担当：横倉)  e-mail: ghrd.info@jim.titech.ac.jp 

【申請書提出先】 

グローバル人材育成推進支援室  大岡山南 6 号館 4階 402号室  メールボックス：S6-13 

 電話：03-5734-3520（担当：田家(たや)） e-mail: ghrd.info@jim.titech.ac.jp 

mailto:ghrd.info@jim.titech.ac.jp
mailto:ghrd.info@jim.titech.ac.jp


行動予定、場所 訪問内容 宿泊

5 月 東京～チェンナイ チェンナイ

Day 1 6 火 インド工科大学マドラス校
キャンパスツアー
校舎、寮、産学連携センター
自然公園、モノ作りセンター

チェンナイ

Day 2 7 水 インド工科大学マドラス校
am：講義受講
pm：研究室訪問
夕方：学生交流

チェンナイ

Day 3 8 木 チェンナイ市郊外の工業団地 日本企業訪問、市内観光 チェンナイ

Day 4 9 金 チェンナイ市内・周辺 インフラ整備現場訪問 チェンナイ

Day 5 10 土 カンチプーラム 歴史遺産観光 チェンナイ

Day 6 11 日
チェンナイ～バンガロール
（鉄道）

AM:　移動
PM:　バンガロール市内観光

バンガロール

Day 7 12 月 バンガロール グローバルIT企業訪問 バンガロール

Day 8 13 火 バンガロール 日本企業訪問 バンガロール

Day 9 14 水
バンガロール～チェンナイ
（鉄道）

AM: バンガロール市インフラ訪
問
PM: 移動

チェンナイ

Day 10 15 木 インド工科大学マドラス校 報告プレゼン
深夜空港発
機中泊

16 金 チェンナイ～東京

2016年度南アジア超短期派遣（インド工科大学マドラス校（IITM）)日程案

Date
9月
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